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（2010 年 2 月 23 日やまだ塾 HP 掲載） 

（2010 年 3 月 15 日に「正答」を掲載） 

やまだ塾解答速報と正答との差異 

① 問題 75・・・やまだ塾の誤り 

 

科 目 問 題 文 正答 

精神医学 問題 1 次のうち，WHO（世界保健機関）による ICD-10（国際疾病分類

第 10 版）で「Ｆ4．神経症性障害，ストレス関連障害および身体表現性

障害」に含まれるものを一つ選びなさい。 

1 解離性運動障害 

2 統合失調症後抑うつ 

3 軽症うつ病エピソード 

4 急性一過性精神病性障害 

5 不安性（回避性）パーソナリティ障害 

1 

  問題 2 21 歳の男子学生。半年前から大学を休みがちであった。皆が自

分の悪口を言っているとのことで保健室を訪れた。学生は最初黙って

いたが，やがて「大学正門に犬がいた。それは組織が自分の命を狙っ

ているメッセージだと確信した」と発言した。 

 次のうち，学生の発言から考えられる症状として，正しいものを一つ

選びなさい。 

1 妄想気分 

2 妄想着想 

3 妄想知覚 

4 血統妄想 

5 微小妄想 

3 

  問題3 85歳の男性。3年前に脳梗塞となり，その後，物忘れ，感情の動

揺しやすさが著しくなった。ここ2週間，夜寝ないで落ち着かない日が多

かった。昨夜，真夜中に「知らない人が部屋にいる」と騒ぎ出し，玄関か

ら出て行こうとしたので，家族に連れられて来院した。 

 次の症状や所見のうち，この状態において通常認められないものを

一つ選びなさい。 

1 幻視 

2 脳波異常 
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3 感情失禁 

4 見当識障害 

5 させられ体験 

  問題 4 アルコール関連障害及びアルコール依存症に関する次の記述

のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

1 アルコールは身体依存を起こさない。 

2 病的酩酊では意識障害を認める。 

3 アルコールの離脱症状としては幻視よりも幻聴が多い。 

4 アルコール依存症では嫉妬妄想は見られない。 

5 コルサコフ症候群が振戦せん妄に引き続いて起こることはない。 

2 

  問題 5 統合失調症に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びな

さい。 

1 発症は急激なことが多い。 

2 意識障害を伴うことが多い。 

3 世界で 1 万人に 7 人が罹患している。 

4 破瓜型の発症年齢は妄想型よりも早い傾向がある。 

5 薬物療法は陽性症状よりも陰性症状に対して効果がある。 

4 

  問題 6 次のうち，双極性感情障害の症状ではないものを一つ選びなさ

い。 

1 妄想 

2 易刺激 

3 作話 

4 精神運動制止 

5 睡眠欲求の減少 

3 

  問題 7 疾患と症状に関する次の組み合わせのうち，正しいものを一つ

選びなさい。 

1 解離性障害・・・・・・・・・・・健忘 

2 パニック障害・・・・・・・・・・計算癖 

3 外傷後ストレス障害・・・・関係妄想 

4 心気障害・・・・・・・・・・・・・離人感 

5 強迫性障害・・・・・・・・・・・幻視 

1 

  問題 8 次のうち，知的障害（精神遅滞）の原因とならないものを一つ選

びなさい。 

1 結節性硬化症 

2 クレチン病 

3 フェニルケトン尿症 
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4 ダウン症候群 

5 クロイツフェルト・ヤコブ病  

  問題 9 小児自閉症に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びな

さい。 

1 女児に多い。 

2 興味の限局がある。 

3 感覚失語を認める。 

4 症状は 3 歳以降に現れる。 

5 同年代の子どもに関心をしめす。 

2 

  問題 10 症状，疾患と治療薬に関する次の組み合わせのうち，正しいも

のを一つ選びなさい。 

1 認知症・・・・・・・・・・・・・・・抗コリン薬 

2 うつ病・・・・・・・・・・・・・・・・ビタミン B1 

3 統合失調症・・・・・・・・・・・・ドーパミン作動薬 

4 アルコール離脱症状・・・・・ベンゾジアゼピン系薬 

5 注意欠陥多動性障害・・・・炭酸リチウム 

4 

精神保健学 問題 11 我が国の精神保健医療福祉の最近の状況に関する次の記述

のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

1 精神病床に入院している患者数は，「統合失調症，統合失調症型障

害及び妄想性障害」によるものよりも「血管性及び詳細不明の認知症」

によるものが多い。 

2 精神病床に入院している患者の年齢分布は，国勢調査における総

人口の年齢分布と同じである。 

3 精神病床に 5 年以上入院が継続している患者数は増加している。 

4 通院患者の診断別内訳の比率は，入院患者とあまり変わらない。 

5 「精神保健福祉法」第 23 条による申請件数は大きな変化がない。 

 

（注）「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関す

る法律」のことである。 

5 

  問題 12 青少年の精神保健に関する次の記述のうち，正しいものを一

つ選びなさい。 

1 「児童虐待防止法」によると，児童虐待は，身体的暴行，保護者とし

ての監護を著しく怠ること，児童に著しい心理的外傷を与えること，の 3

つに区分される。 

2 文部科学省の調査では，いじめの定義を「当該児童生徒が，一定の

人間関係のある者から，心理的・物理的な攻撃を受けたことにより，精
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神的な苦痛を感じているもの」としている。 

3 厚生労働省が示した「ひきこもり」をめぐる地域精神保健活動のガイ

ドラインは，「ひきこもり」を，精神障害以外の原因で，就労や就学など

「自宅以外の生活の場」が長期的に失われた状態としている。 

4 少年法における非行のある少年とは，犯罪少年のことである。 

5 群発自殺は，学童期から青年期には起こりにくい。 

 

（注）「児童虐待防止法」とは，「児童虐待の防止等に関する法律」のこ

とである。 

  問題 13 次のうち，認知症のケアや支援と関係の乏しいものを一つ選

びなさい。 

1 成年後見制度 

2 日常生活自立支援事業 

3 曝露法（エクスポージャー療法） 

4 グループホーム 

5 周辺症状（BPSD） 

3 

  問題 14 高齢者うつ対策に関する次の記述のうち，適切でないものを

一つ選びなさい。 

1 一次予防として，正しい知識の普及・啓発活動がある。 

2 孤立を防ぐ地域づくりが大切である。 

3 うつ予防は介護予防の一環として行われている。 

4 地域包括支援センターで治療を受ける。 

5 病気によって残った障害を最小限にして，充実した生活ができるよう

支援する。 

4 

  問題 15 次のうち，第三次薬物乱用防止五か年戦略の戦略目標に含

まれないものを一つ選びなさい。 

1 青少年による薬物乱用の根絶 

2 薬物依存・中毒者の治療・社会復帰の支援及びその家族への支援

の充実強化 

3 薬物密売組織の壊滅及び末端乱用者に対する取締りの徹底 

4 薬物密輸阻止に向けた水際対策の徹底 

5 住民健診等の活用による薬物乱用者スクリーニングの推進 

5 

  問題 16 職場のメンタルヘルスに関する次の記述のうち，誤っているも

のを一つ選びなさい。 

1 労働者の健康の保持増進措置は，事業者の努力義務である。 

2 快適な職場環境の形成のための措置は，事業者の努力義務であ
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る。 

3 事業者は，一定要件に当てはまる労働者について，医師による面接

指導を行わなければならない。 

4 業務起因性が認められれば，労働者の自殺は労働災害として補償

の対象となる。 

5 EAP（従業員支援プログラム）は，職場のラインによるケアである。 

  問題 17 次のうち，法律及び出来事の年代順が正しいものを一つ選び

なさい。 

1 「医療観察法」制定→宇都宮病院事件→精神保健法（精神衛生法一

部改正）→精神保健福祉士法制定→精神保健医療福祉の改革ビジョ

ン 

2 宇都宮病院事件→精神保健福祉士法制定→精神保健法（精神衛生

法一部改正）→「医療観察法」制定→精神保健医療福祉の改革ビジョ

ン 

3 宇都宮病院事件→精神保健法（精神衛生法一部改正）→精神保健

福祉士法制定→「医療観察法」制定→精神保健医療福祉の改革ビジョ

ン 

4 精神保健法（精神衛生法一部改正）→宇都宮病院事件→精神保健

医療福祉の改革ビジョン→精神保健福祉士法制定→「医療観察法」制

定 

5 宇都宮病院事件→精神保健法（精神衛生法一部改正）→精神保健

福祉士法制定→精神保健医療福祉の改革ビジョン→「医療観察法」制

定 

 

（注）「医療観察法」とは，「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行っ

た者の医療及び観察等に関する法律」のことである。 

3 

  問題 18 地域精神保健福祉に関する次の組み合わせのうち，関係の

乏しいものを一つ選びなさい。 

1 児童虐待・・・・・・・・・・・保護者に対する出頭要求 

2 患者調査・・・・・・・・・・・「ひきこもり」の状態にある患者数 

3 児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査・・・・・不

登校の児童数 

4 社会復帰調整官・・・・・・精神保健福祉士 

5 自殺総合対策大綱・・・・心理学的剖検 

2 

  問題 19 最近の我が国の自殺に関する次の記述のうち，正しいものを

一つ選びなさい。 

1 
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1 20 歳から 39 歳までの男性の自殺死亡率は徐々に高くなっている。 

2 自殺死亡率は，東京都や大阪府などの大都市で高い。 

3 自殺死亡者数は，平成 20 年になって 3 万人以下に減少した。 

4 年齢階級別の自殺死亡者数は，30 歳代が最も多い。 

5 自殺死亡者のうち，無職者の割合は 20％程度である。 

  問題 20 次のうち，アメリカの精神保健の発展と関連の乏しいものを一

つ選びなさい。 

1 精神病及び精神薄弱に関する大統領教書 

2 ヘルシーピープル 2010（Healthy People 2010） 

3 PACT（The Program of Assertive Community Treatment） 

4 社会的協同組合（Social Co-operative） 

5 アルコホーリクス・アノニマス 

4 

精神科リハ

ビリテーショ

ン学 

問題 21 アンソニー（Anthony,W.）の「精神科リハビリテーションの原則」

に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

1 リハビリテーションの最大の焦点は，病気の抵抗力を強化することで

ある。 

2 リハビリテーションの焦点は，精神障害を抱えた人を一般就労できる

よう支援することである。 

3 当事者の自立のためには，スタッフやサービスに対するいかなる依

存も妨げになる。 

4 当事者のリハビリテーションは，専門家主導で行うのが望ましい。 

5 長期の薬物療法は，リハビリテーション介入の要素として必要条件と

なることが多い。 

5 

  問題 22 先進的リハビリテーション活動（ベスト・プラクティス）の選考基

準として，世界心理社会的リハビリテーション学会（World Association 

for Psychosocial Rehabilitation）が定めた特徴に関する次の記述のう

ち，正しいものを一つ選びなさい。 

1 軽度の精神障害のある人たちを対象にしている活動である。 

2 生活能力の改善ではなく機能障害の改善を目指している活動であ

る。 

3 パターナリズムを発展させ，市民としての権利を与える活動である。 

4 他のサービス，資源及び支援のネットワークに統合されている活動

である。 

5 医療とは結び付かない活動である。 

4 

  問題 23 ウイング（Wing,J.）が提示した，精神科リハビリテーションにア

セスメントを必要とする理由に関する次の記述のうち，正しいものを一

2 
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つ選びなさい。 

1 存在する精神的および身体的障害の種類を決定し，その予後を予

測するため。 

2 発達させ得る潜在的な能力を発見するため。 

3 主治医との合意のうえで短期および長期の目標を定め，それらを達

成し得るリハビリテーション計画を立案するため。 

4 リハビリテーション計画を基に，適切なサービスを行う専門職種を決

めるため。 

5 進歩を定期的にモニターして，リハビリテーション計画を必要に応じ

て中止するため。 

  問題 24 精神障害の評価に関する次の記述のうち，正しいものを一つ

選びなさい。 

1 PANSS（Positive and Negative Syndrome Scale）は，気分（感情）障害

の症状を精神病理に基づき評価する。 

2 BPRS（Brief Psychiatric Rating Scale）は，会話によらず行動を観察

することによって，精神症状を評価する。 

3 REHAB（Rehabilitation Evaluation Hall and Baker）とは，全般的行動

のうち精神症状に基づく逸脱行動を評価する尺度である。 

4 GAF（Global Assessment of Functioning）は精神症状の最重度を 100

として 10 点刻みに評価する。 

5 LASMI（Life Assessment Scale for the Mentally Ill）の尺度は，日常生

活，対人関係，労働または課題の遂行，持続性・安定性，自己認識の5

項目からなる。 

5 

  問題 25 「厚生労働省の指針」による職場復帰支援の段階に関する次

の記述のうち，誤っているものを一つ選びなさい。 

1 第 1 ステップ・・・・・病気休業開始及び休業中のケア 

2 第 2 ステップ・・・・・職場環境及び労働者の状態等の評価 

3 第 3 ステップ・・・・・職場復帰の可否の判断及び職場復帰支援プラン

の作成 

4 第 4 ステップ・・・・・最終的な職場復帰の決定 

5 第 5 ステップ・・・・・職場復帰後のフォローアップ 

 

（注） 「厚生労働省の指針」とは，厚生労働省が平成16年10月に発表

した「心の健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引き」

（平成 21 年 3 月改訂）のことである。 

2 

  問題 26 精神障害者のケアマネジメント（ケースマネジメント）に関する 4 
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次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

1 「ストレングス型」は，利用者の能力の向上と環境の改善に焦点を当

て，利用者が設定する生活目標に向けて支援がなされる。 

2 「リハビリテーション型」は，利用者と環境の潜在能力に着目してか

かわり，積極的に利用者の力を引き出すかかわりを行う。 

3 「仲介型」は，固定した援助者が直接及び間接の両方のサービスを

提供することにより，治療的関係による効果も期待されている。 

4 「総合型」は，「積極型」もしくは「包括型」とも呼ばれ，週 7 日間 24 時

間体制で直接サービスを提供し，入院代替機能を果たす。 

5 「集中型」は，「伝統型」もしくは「標準型」とも呼ばれる，最も古典的

なもので，利用対象者と公的社会資源を結び付ける適正配分が主な目

的である。 

  問題 27 精神障害者の就労支援の事業に関する次の記述のうち，正し

いものを一つ選びなさい。 

1 精神障害者総合雇用支援の事業は，精神障害者の雇用促進支援・

職場復帰支援・雇用継続支援を，主治医等との連携の下で，総合的に

行うものである。 

2 精神障害者社会適応訓練事業は，事業所にジョブコーチを派遣し

て，障害者や事業主に対して，雇用の前後を通じて障害特性を踏まえ

た援助を実施するものである。 

3 職場適応訓練事業は，事業主と有期雇用契約を締結して雇用をす

ることで，就職に対する不安を軽減して事業主との相互理解を深め，そ

の後の常用雇用を目指すものである。 

4 精神障害者職業自立等啓発事業は，精神障害者を有期雇用した上

で，仕事や職場への適応状況を見ながら徐々に就業時間を延ばして，

職業的自立を図るものである。 

5 精神障害者ステップアップ雇用は，公共職業安定所を中心に地域の

関係機関が障害者就労支援チームを編成して，就業から職場定着ま

での一貫した支援を行うものである。 

1 

  （精神科リハビリテーション学・事例問題） 

 次の事例を読んで，問題 28 から問題 30 までについて答えなさい。 

〔事 例〕 

 Ｅさん（女性，35 歳）は，若年発症の統合失調症により，頻回の入退

院を繰り返し，今回精神科病院に入院してから 10 年が経過していた。

しかし，ここ半年ぐらいで，単独で外出して近くのスーパーマーケットで

簡単な買い物が無難にできるようになっていた。病棟内の調理プログラ
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ムにも参加して，自分で料理を作ることにチャレンジしている。 

 主治医の許可が得られたので，病院から徒歩 15 分ほどの所にある

先日開店した大型ディスカウントストアに，テレビの CM を見てとても欲

しくなった化粧品を買いに出掛けた。そのディスカウントストアには，看

護師に教えてもらった道順に沿って無事に到着した。中に入ったＥさん

は，あまりの広さに驚いてしまった。店は大勢の買い物客でごったがえ

し，にぎやかな音楽が流れていた。大型店での買い物の経験はほとん

どなく，しかもこの店は初めての場所だった。Ｅさんは，結局何も買わず

に店を出て病棟に帰ってきた。そしてＥさんを長年担当しているＦ精神

保健福祉士に「いったいどこへ行けば化粧品が見つかるのか分からな

かった」「あんなに広い所ではとても見つけられそうにないと思った」「客

が私の方をじろじろと見て嫌な感じがした」ことなどについて話をした。

（問題 28） 

 その話を聞いたＦ精神保健福祉士は，今後の援助を進める上で必要

な内容をＥさんに確認した。（問題 29） 

 その後，Ｅさんは，Ｆ精神保健福祉士とともに，病棟内のあるプログラ

ムに参加することになった。そのプログラムは，Ｅさんが次回買い物に

行ったとき「各棚の商品に関する表示を見つけられるよう」「分からない

ことがあってもうまく他者に聞けるよう」日常生活の中でこのような困っ

たことが発生したときに，どのようにすればより場面に応じた行動がで

きるのかを練習するものだった。また毎週 1 回１時間～2 時間行われて

おり，1 回のセッションは 7～8 段階により構成されたプログラムであっ

た。（問題 30） 

  問題 28 次の記述のうち，Ｅさんが何も買わずに帰ってきてしまった理

由を考えたとき，適切でないものを一つ選びなさい。 

1 化粧品を買って帰ることに対する動機が十分ではなかった。 

2 驚きと不安のため，買い物に関する技能が発揮できなかった。 

3 入院によって初めての場所での問題対処技能が衰えてしまった。 

4 少ない社会生活体験のため，買い物に関する技能が獲得されてい

なかった。 

5 一度に受けた多くの刺激を，その場で処理しきれなかった。 

1 

  問題 29 次の記述のうち，このときにＦ精神保健福祉士が確認する内

容として，適切なものを一つ選びなさい。 

1 ディスカウントストアへ行くまでの道筋を確認する。 

2 病棟内での対人関係の悩みやトラブルについて確認する。 

3 Ｅさんがまた買い物に行って化粧品を買いたいかを確認する。 

3 
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4 日用品を購入するために無駄遣いをしていないかを確認する。 

5 栄養のバランスがとれた料理を作ることができるかを確認する。 

  問題 30 次のうち，このプログラムに相当する訓練・療法として，適切な

ものを一つ選びなさい。 

1 職業準備訓練 

2 精神分析療法 

3 SST（社会生活技能訓練） 

4 自律訓練法 

5 レクリエーション療法 

3 

精神保健福

祉論 

問題 31 障害者福祉の理念に関する次の記述のうち，誤っているもの

を一つ選びなさい。 

1 障害者基本計画によれば，共生社会では，障害者は社会の対等な

構成員として人権を尊重されてあらゆる活動に参加するとともに，社会

の一員としての責任も分担する。 

2 障害者基本計画によれば，ノーマライゼーションの理念を実現する

には，雇用・就業に関する施策と年金や手当等の給付により，地域で

の自立生活を営むよう支援する。 

3 障害者基本計画によれば，リハビリテーションは，障害者のライフス

テージのすべての段階を視野に入れながらその自立と参加を目指す。 

4 障害者の権利に関する条約によれば，ユニバーサルデザインとは，

できるだけ多くの障害者が使用できるよう，個々の障害特性ごとに製品

や環境の設計をすることである。 

5 障害者の権利に関する条約によれば，合理的配慮は，障害者が他

の者と平等にすべての人権や基本的自由を享有するのに必要かつ適

当な変更や調整である。 

4 

  問題 32 WHO（世界保健機関）による ICF（国際生活機能分類）に関する

次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

1 ICF は，障害と生活機能の理解と説明のために提案されてきた「医学

モデル」を排除して「社会モデル」に基づいている。 

2 WHO の国際分類では，ICD-10（国際疾病分類第 10 版）と ICF は各々

を独立して利用することを推奨している。 

3 ICF は，人種，性別（ジェンダー）などの社会経済的な特徴で課題遂

行に制約を受ける場合についても，参加制約とみなしている。 

4 ICF は，障害のある人に限って，健康状況や健康に関連する状況を

記述したものである。 

5 ICF は，障害を，機能障害，活動制限，参加制約のすべてを含むとす

5 
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るが，生活機能についても，心身機能・身体構造，活動，参加のすべて

を含む。 

  問題 33 精神障害者の権利擁護に関する次の記述のうち，正しいもの

を一つ選びなさい。 

1 精神科病院の管理者は，入院の形態にかかわらず信書の発受，患

者代理人である弁護士，人権擁護に関する行政機関職員との面会や

電話を制限することができる。 

2 地方精神保健福祉審議会は，都道府県知事の諮問に答えるほか，

精神保健及び精神障害者の福祉に関する事項に関して知事に意見を

具申することができる。 

3 精神科病院に入院中の者又は保護者は，精神科病院の管理者に対

し，「精神保健福祉法」に基づく退院請求を申し立てることができる。 

4 都道府県知事は，精神科病院に入院中の者の処遇に関し，当該病

院の主治医に対し処遇の改善のための必要な措置をとるよう命じるこ

とができる。 

5 市町村長は，精神障害者の福祉を図るため必要があると認めるとき

は，地方裁判所に対し後見，保佐，補助の開始等の審判を請求するこ

とができる。 

 

（注）「精神保健福祉法」とは，「精神保健及び精神障害者福祉に関す

る法律」のことである。 

2 

  問題 34 精神医療審査会（以下，「審査会」という。）に関する次の記述

のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

1 審査会の事務局は迅速性，責任性の確保のために各都道府県の精

神保健福祉主管部局に置かれている。 

2 審査会の医療委員は意見聴取の際に診察を行うことはできないが，

カルテ開示を求め主治医から意見を聴くことができる。 

3 審査会の合議体数は各都道府県の精神病床数に比例して決められ

ている。 

4 審査会はその独立性を確保するために，都道府県が行う精神科病

院の実地指導と連携することはできない。 

5 審査請求を行った者が入院している病院の管理者，勤務者が委員

である場合は，その審査に加わることはできない。 

5 

  問題 35 我が国の精神保健医療・福祉関係法規の歴史に関する次の

記述のうち，誤っているものを一つ選びなさい。 

1 精神病者監護法（明治 33 年）では，監護義務者の順位を定めるとと

4 
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もに，精神病者の監置には行政庁の許可が必要とした。 

2 精神病院法（大正 8 年）では，主務大臣は北海道又は府県に対し精

神病院の設置を命ずるとともに，必要と認めるときは代用病院を指定

できるものとした。 

3 精神衛生法（昭和 25 年）では，私宅監置制度を廃止するとともに，措

置入院制度，精神衛生鑑定医制度を新設した。 

4 精神保健法（昭和 62 年）では，任意入院制度を新設するとともに，精

神障害者福祉工場を法律上明記した。 

5 「精神保健福祉法」（平成 7 年）では，精神障害者の自立と社会参加

を位置づけるとともに，精神障害者保健福祉手帳制度を導入した。 

  問題 36 精神保健福祉士に関する次の記述のうち，正しいものを一つ

選びなさい。 

1 信用を失墜する行為をしたときには，都道府県知事がその登録の取

消しや精神保健福祉士の名称の使用の停止を命ずることができる。 

2 その業務を行うに当たって，精神障害者に主治医がいる場合にはそ

の指導を受けることになっている。 

3 精神保健福祉士法は，精神保健の向上と精神障害者の福祉の増進

に寄与し，精神障害の発生予防と国民の精神的健康の保持及び増進

を図ることを目的に定められた。 

4 精神保健福祉士として必要な知識と技術について問われる精神保

健福祉士試験に合格した時に，初めて精神保健福祉士の資格を取得

したことになる。 

5 正当な理由なく業務の上で知り得た人の秘密を漏らしてはならない

が，精神保健福祉士でなくなった場合にはこの義務は免除される。 

2 

  問題 37 国連総会決議の「精神病者の保護及び精神保健ケア改善の

ための諸原則」（1991 年）に関する次の記述のうち，正しいものを一つ

選びなさい。 

1 すべての患者は，病状が不安定な場合を除き，自らが居住する地域

で治療を受け，ケアされる権利を持つ。 

2 精神病者，又は精神病者として治療を受けている特定の者は，人道

的かつ人間固有の尊厳を尊重して処遇される。 

3 すべての者は，保健と社会ケアシステムの一部である，ある程度有

効性があると認められる個別の状況に応じた精神保健ケアを受ける権

利を持つ。 

4 投薬は，患者の最良の健康ニーズを満たすものであり，罰として，又

は他者の便宜のために用いられてはならない。 

4 
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5 すべての患者は，自らの経済的背景に適した治療を受ける権利を持

つ。 

  問題 38 「精神保健福祉法」における「保護者」の規定に関する次の記

述のうち，適切でないものを一つ選びなさい。 

1 精神障害者が未成年の場合には，医療保護入院の同意に関し父母

双方の同意が必要で，どちらかが行方不明の場合には父母どちらかの

同意でもよい。 

2 保護者がその義務を果たすことができないときには，その精神障害

者の居住地又は現在地を管轄する市町村長が保護者になる。 

3 保護者は，必要に応じて精神障害者の社会復帰に関する相談や援

助を障害者自立支援法に規定された障害福祉サービス事業者に求め

ることができる。 

4 精神障害者が自身を傷つけ又は他人に害を及ぼさないように監督

する義務が削除されている。 

5 保護者は，通院している精神障害者の診断が正しく行われるよう医

師に協力し，医療を受けさせるに当たっては，医師の指示に従わなけ

ればならない。 

5 

  問題 39 「医療観察法」に関する次の記述のうち，正しいものを一つ選

びなさい。 

1 裁判所は，対象者の処遇の要否及びその内容について社会復帰調

整官に意見を聴くため審判に関与させることができる。 

2 対象者及び保護者は，弁護士を付添人に選任することができる。 

3 対象者，保護者又は付添人は，ともに重大な事実の誤認又は著しい

処分の不当を理由とする場合に限り，４週間以内に抗告することができ

る。 

4 精神保健審判員は，処遇事件ごとに精神保健福祉士その他の精神

障害者の保健及び福祉に関する専門的知識及び技術を有する者の中

から指定される。 

5 精神保健参与員は，指定医療機関に入院決定を受けた者の社会復

帰の促進を図るため，退院後の生活環境の調整を行う。 

 

（注）「医療観察法」とは，「心身喪失等の状態で重大な他害行為を行っ

た者の医療及び観察等に関する法律」のことである。 

2 

  問題 40 障害者自立支援法に関する次の記述のうち，正しいものを一

つ選びなさい。 

1 精神障害者を利用対象とする自立訓練は，機能訓練である。 

2 
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2 精神障害者も移動支援事業の支給対象とされている。 

3 精神保健福祉士試験に合格した場合には，相談支援専門員の資格

が付与される。 

4 地域活動支援センターは，都道府県が実施しなければならない必須

の事業である。 

5 精神障害者に対する障害程度区分の認定は，精神障害者保健福祉

手帳の障害等級が用いられる。 

  問題 41 保健所における精神保健福祉業務に関する次の記述のうち，

正しいものを一つ選びなさい。 

1 精神保健福祉士等を精神保健福祉相談員として置くことができる。 

2 警察官が自傷他害のおそれがある精神障害者を発見した場合に

は，最寄りの保健所長を経て市町村長へ通報する。 

3 精神障害者保健福祉手帳の取得申請があった場合，その障害等級

の決定に関する業務を行う。 

4 障害者自立支援法に基づく支給要否決定に関して，市町村に対して

意見を述べることができる。 

5 措置入院者及び医療保護入院者の定期病状報告の審査を行う。 

1 

  問題 42 精神障害者の雇用・就労に関する次の記述のうち，正しいも

のを一つ選びなさい。 

1 成長力底上げ戦略（基本構想）（平成 19 年 2 月）の一環であるチャレ

ンジ雇用の推進は，一般企業が障害者に一般雇用へ向けて経験を積

む機会を提供するものである。 

2 障害者試行雇用（トライアル雇用）事業は，精神障害者に 12 か月の

試行雇用をして事業主への雇用の契機をつくり，一般雇用への移行を

促進するものである。 

3 障害者の態様に応じた多様な委託訓練においては，都道府県に配

置された障害者職業訓練コーディネーターが，委託先を開発し個々の

障害者に対応して調整する。 

4 在宅就業障害者支援制度は，自宅等で就業する障害者に対して，

企業の仕事を容易に受注できるよう助成金を支給するものである。 

5 就労継続支援事業所は，利用者が就労移行支援にチャレンジする

よう促すために，期限を定めた就労機会を提供する。 

3 

  問題 43 就労支援の機関・施設に関する次の記述のうち，正しいものを

一つ選びなさい。 

1 公共職業安定所は，職業紹介を行う場合において，求人者から求め

があるときは，その有する当該障害者の職業能力に関する資料を提供

1 
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する。 

2 障害者職業センターの種類として，障害者職業総合センター，地域

障害者職業センターの 2 類型が規定されている。 

3 障害者雇用支援センターは，該当する法人の申請により，厚生労働

大臣が指定する。 

4 障害者就業・生活支援センターは，職業的自立を目指し，専門的な

知識や技術を習得させるための職業・生活訓練を行う機関である。 

5 国立中央障害者職業能力開発校では，「障害者の態様に応じた多

様な委託訓練」事業が行われている。 

  問題 44 精神障害者に対する経済的負担の軽減や支援に関する次の

記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

1  障害基礎年金の支給を受けるためには，精神障害者保健福祉手

帳を所持していなければならない。 

2 「精神保健福祉法」に基づく措置入院をした場合，その治療に要する

費用は全額を国が負担する。 

3 精神科デイケアを利用した場合の医療費は，障害者自立支援法に

基づく自立支援医療の対象となる。 

4 精神障害者保健福祉手帳の 2 級を所持している場合は，所得税の

特別障害者控除を受けることができる。 

5 自立支援医療の給付証明を都道府県税事務所に提出すれば，通院

に使用する車両については自動車税が減免される。 

3 

  （精神保健福祉論・事例問題 1） 

 次の事例を読んで，問題 45 から問題 47 までについて答えなさい。 

〔事 例〕 

 Ｇさん（女性，38 歳）は，地方にある教育系大学を卒業後，上京し都

内の公立小学校の教員として採用され順調に勤め，28 歳の時に結婚

した。33 歳の時に出産をきっかけにうつ病を発症し，約半年の精神科

病院入院となった。退院後は一時復職したが，35 歳の時に再発再入院

し，夫とも話し合った末に退職した。現在は会社員の夫と幼稚園に通う

5 歳の子どもの 3 人暮らしである。しばらく精神科デイケアに通っていた

が，働きたい気持ちが徐々に強くなり，デイケアのスタッフと相談した結

果，ある相談機関の紹介を受けた。そこで対応したＨ精神保健福祉士

は，Ｇさんの働きたい希望やニーズの確認，職歴や家庭状況を伺い，

数回の面接を繰り返し信頼関係を構築しながら，丁寧なアセスメントを

実施した。 

 その結果，Ｇさんは子育てをしながら働きたいこと，教員の資格を活
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かした仕事をしたいこと，週 10 時間から 12 時間程度なら就労できるこ

となどが分かり，Ｈ精神保健福祉士は，育児や家事などの家庭生活と

両立しつつも，１年以内には週 20 時間程度の就労が可能になるような

個別支援計画を作成した。この計画の実施のためにさっそく関係機関

と連携し，ある事業の活用を図ることになった。（問題 45） 

 その結果，自宅近くの子ども学習塾での非常勤講師の仕事紹介を受

けた。そこでＨ精神保健福祉士は，職場面接に同行して仕事の中身や

時間の調整をした。その後も，継続して学習塾を訪問し，Ｇさんが順調

に職場に適応し，勤務時間が徐々に週 20 時間に延長できるように，Ｇ

さんと事業主に様々な助言や支援をした。（問題 46） 

 同時に，Ｇさんは夫の帰りが遅く，家事や育児でストレスをためやす

く，身近な相談相手もいないために，Ｈ精神保健福祉士と同じ機関に所

属しているＧさんと同性のＩ精神保健福祉士が日常生活を分担して支援

することになった。（問題 47） 

 この結果，1年後の現在，Ｇさんは，子ども学習塾で常勤講師として勤

務しており，Ｉ精神保健福祉士が主たる支援担当者となった。 

  問題 45 次のうち，Ｈ精神保健福祉士が活用を図ることにした事業とし

て，正しいものを一つ選びなさい。 

1 特定求職者雇用開発助成金 

2 精神障害者ステップアップ雇用 

3 障害者試行雇用（トライアル雇用） 

4 職場適応訓練事業 

5 障害者の態様に応じた多様な委託訓練 

2 

  問題 46 次のうち，Ｈ精神保健福祉士が担った職能として，正しいもの

を一つ選びなさい。 

1 職場介助者 

2 障害者職業訓練コーディネーター 

3 職場適応援助者（ジョブコーチ） 

4 雇用指導官 

5 障害者就労支援コーディネーター 

3 

  問題 47 次のうち，Ｈ精神保健福祉士とＩ精神保健福祉士が所属する機

関として，正しいものを一つ選びなさい。 

1 障害者就業・生活支援センター 

2 公共職業安定所（ハローワーク） 

3 障害者職業総合センター 

4 職業能力開発校 

1 
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5 ファミリー・サポート・センター 

  （精神保健福祉論・事例問題 2） 

 次の事例を読んで，問題 48 から問題 50 までについて答えなさい。 

〔事 例〕 

 Ｊさん（男性，60 歳）は 20 歳で統合失調症を発病し，何回かの入退院

を繰り返してきた。現在入院しているＵ精神科病院への入院は，Ｊさん

が 40 歳の時であった。Ｊさんは一人っ子であり，この入院の時には両

親は既に離婚しており，父親の同意による入院であった。 

 その後，Ｊさんは，家族がいなくなったことや地域生活に向けての支

援施策の整備などが十分でなかった等の時代背景により退院の機会

を逸し，今年（平成 22 年）で入院 20 年目を迎えることとなった。（問題

48） 

 Ｕ精神科病院のＫ精神保健福祉士は，Ｊさんの主治医から「病状は安

定している。生活保護を受給しているので，必要な援助があれば地域

での暮らしも可能ではないか」と聞かされていた。しかし，Ｊさんは「病院

での生活にも慣れたし，もういいです・・・」と繰り返すのみで，退院への

意欲を見せることはなかった。 

 Ｋ精神保健福祉士は，その後，Ｊさんとの面接を何回も繰り返し，以下

のような話を聞くことができた。 

 Ｊさんは「炊事や洗濯，掃除なんかがうまくできない」「病気が悪くなっ

たときや健康管理に自信がない」とのことであった。そこで，Ｋ精神保健

福祉士はＪさんに対し，居宅介護サービスの利用を提案した。（問題

49） 

 さらに，Ｊさんから，「預金通帳や印鑑をどこに置いたか忘れやすい」

「一日にいくらお金を使ったらいいか，よくわからない」「電気・ガス・水道

代の支払いがうまくできない」との不安も出された。そこで，Ｋ精神保健

福祉士はＪさんに対し，ある社会資源の活用を提案した。（問題 50） 

 その結果，Ｊさんは不安があるものの，地域での生活に対する見通し

を持つことができ，退院に向かって具体的な作業を進めていくことに納

得し提案に同意した。 

 

  問題 48 Ｊさんが最後に入院した時点での精神保健福祉の状況に関す

る次の記述のうち，正しいものを一つ選びなさい。 

1 通院患者リハビリテーション事業が，社会適応訓練事業として法定

化されていた。 

2 障害者基本法において，精神障害者が「障害者」の定義の中に位置

づけられていた。 

3 
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3 精神科救急に対応するため，応急入院の制度が創設されていた。 

4 福祉サービスの利用に関する相談助言が，市町村を窓口として実施

されていた。 

5 精神障害者地域生活援助事業が法定化され，第二種社会福祉事業

として位置づけられていた。 

  問題 49 このサービスに関する次の記述のうち，正しいものを一つ選び

なさい。 

1 一人で通院することが困難な場合，Ｕ精神科病院までの介助を依頼

することができる。 

2  Ｊさんの障害程度区分の認定は，Ｊさんの主治医が行う。 

3 Ｊさんのサービス利用料の自己負担額は，軽減措置により月額

15,000 円が上限となる。 

4 サービスを利用するためには，Ｊさんは障害程度区分 2 以上の認定

が必要である。 

5 Ｊさんは，市町村から指示をされたサービス提供事業者と利用契約

をする。 

1 

  問題 50 次のうち，活用を提案した社会資源として，正しいものを一つ

選びなさい。 

1 運営適正化委員会 

2 公証役場 

3 住宅入居等支援事業 

4 成年後見制度利用支援事業 

5 福祉サービス利用援助事業 

5 

精神保健福

祉援助技術

（一問一答） 

問題 51 精神保健福祉援助技術に関する次の記述のうち，適切でない

ものを一つ選びなさい。 

1 必要な社会資源の活用や開発をする。 

2 量的調査データを分析することで，援助活動を検証する。 

3 ソーシャル・アドミニストレーションを用いて，利用者の個別支援計画

を策定する。 

4 市町村障害福祉計画へのかかわりでは，進捗状況を点検し，計画の

見直しをする。 

5 面接技法の習得によって，精神障害者のニーズを的確に把握する。 

3 

  問題 52 事例を読んで，「苦情解決の仕組みづくり」に関する次の記述

のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

〔事 例〕 

 新たに立ち上げたＶ社会福祉法人では，苦情解決の仕組みを整備す

4 
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ることとなった。就労継続支援Ｂ型事業所に勤務するＬ精神保健福祉

士は，理事であるＭ弁護士にコンサルテーションを受けながら数人の

職員と一緒に法人の苦情解決の仕組みづくりに取り組んでいる。来月

からの開始を前に，Ｎ施設長が苦情解決責任者となり，Ｌ精神保健福

祉士は苦情受付担当者となることが決定した。 

1 Ｍ弁護士に第三者委員を依頼する。 

2 透明性を高めるために苦情は記名で受け付ける仕組みにする。 

3 Ｌ精神保健福祉士は解決・改善までの経過と結果を苦情申出人に報

告する。 

4 運営適正化委員会の役割を確認する。 

5 受けた苦情に関して，第三者委員に相談するか否かはＮ施設長が

決定する。 

  問題 53 事例を読んで，Ａさんの退院に向けたＢ精神保健福祉士の支

援に関する次の記述のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

〔事 例〕 

 Ａさん（女性，32 歳）は現在うつ病で入院している。夫の子どもへの虐

待が原因で 2 年前に離婚し，面接交渉調停の結果，夫は子どもと面会

できない取決めになっている。離婚後はＡさんの父親が所有するマンシ

ョンの一室で 5 歳になる子どもと二人で暮らしていた。現在，両親が子

どもの面倒をみているが，4 か月が経過し，高齢な両親は育児が負担

のようである。病院のＢ精神保健福祉士との面接の度に，「会うと子ど

もも嬉しそうで，退院して一緒に暮らしたいという気持ちになる」という。

しかし，入院前に病状悪化で家事・育児ができない状態となった経緯が

あるので「子育てにまだ自信がない」とも漏らしている。そんなある日，

主治医から退院を打診された。 

1 Ａさんの両親に介護保険サービスの利用を勧める。 

2 育児放棄も虐待であることを伝え，内省を促す。 

3 養育にかかわれるかどうか元夫に打診するよう助言する。 

4 児童相談所を通して，一時保護所や児童養護施設の見学を設定す

る。 

5 インターネットで子育て支援に関する情報を一緒に収集する。 

5 

  問題 54 面接技術におけるリフレーミングに関する次の記述のうち，正

しいものを一つ選びなさい。 

1 利用者が話した内容を肯定的な意味づけに変えて伝えた。 

2 利用者がうまく表現できない気持ちを整理して言語化した。 

3 利用者が話した内容の中で重要な部分を繰り返した。 

1 
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4 利用者が黙り込んだので，感情を整理する時間と考え，反応を待っ

た。 

5 面接場面をデイルームから相談室に変えた。 

  問題 55 事例を読んで，Ｃ精神保健福祉士がＷ会を支援した内容に関

する次の記述のうち，適切でないものを一つ選びなさい。 

〔事 例〕 

 地域活動支援センター（以下，「センター」という。）のＣ精神保健福祉

士は，セルフヘルプグループＷ会の立ち上げからかかわってきた。具

体的な支援として，Ｃ精神保健福祉士はリーフレットやニュースレター

の作成を行っている。また，Ｗ会の例会場所として，センターを提供し

ている。近年は，当事者が自己の病いの体験を語るという活動に対し

て，その発表場所の開拓も支援している。ある日，Ｃ精神保健福祉士

は，Ｗ会のメンバーから，「語りの活動も増えてきたし，自分たちで運営

できるようにしたい」と相談を受けた。 

1 語りの活動をセンターの新事業として組み込んだ。 

2 メンバーに運営方法のノウハウを提供した。 

3 市の広報誌が活用できることを情報提供した。 

4 市に対する活動費助成の交渉方法を助言した。 

5 他のグループ活動を一緒に見学した。 

1 

  問題 56 マッピング技法の意義に関する次の記述のうち，適切なものを

一つ選びなさい。 

1 ファミリーマップでは，3 世代以上の家族にわたって見られる関係性

の特徴や問題の連鎖が把握できる。 

2 エコマップは，ライフイベントなどを記載するもので，時間軸で利用者

の変化を把握できる。 

3 ソシオグラムでは，利用者が属する集団の人間関係あるいは集団構

造が把握できる。 

4 ジェノグラムでは，家族成員間の相互交流に見られる力関係や問題

状況が把握できる。 

5 タイムラインでは，利用者とその家族の力動性を把握できる。 

3 

  問題 57 地域援助技術の過程に関する次の記述のうち，正しいものを

一つ選びなさい。 

1 準備の段階では，精神障害者や家族の持つニーズを潜在したまま

の状態に保つ。 

2 事前評価の段階では，地域社会のネットワーク強化，社会資源の整

備に取り組む。 

5 

http://www.yamadajuku.com/


21/30 

http://www.yamadajuku.com/ 

やまだ塾 

3 計画策定の段階では，精神保健福祉士が地域の福祉問題解決のた

めの目標・課題を設定する。 

4 計画実施の段階では，地域の社会資源の状態，住民組織化の状況

及び住民の意識を把握し，それらの促進・阻害要因を分析する。 

5 事後評価の段階では，住居の意識や地域社会の解決能力の変化か

ら，プロセス・ゴールの達成度も評価する。 

  問題 58 チームアプローチにおける精神保健福祉士のかかわりに関す

る次の記述のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

1 チームメンバーとして各職種の専門性を理解しておく。 

2 チームの意向で援助内容を決定する。 

3 危機対応でも事前にチームの合意を経てから介入する。 

4 チームが決めた役割や枠組みを最後まで維持する。 

5 チーム医療ではチームの一員として医療行為を担う。 

1 

  問題 59 地域活動支援センターに勤務する精神保健福祉士の社会資

源の活用に関する次の記述のうち，適切でないものを一つ選びなさい。 

1 近所のリサイクルショップと提携し，退院する人に安価で家財の提供

を受けることとした。 

2 大学のボランティアサークルに協力を依頼し，身の回りの困りごとに

手を貸してくれるグループを組織した。 

3 地域の障害者団体や老人クラブと一緒に，市に対してコミュニティ・

バスの運行を要望した。 

4 民間の移送業者と連携して，医療を拒否している人を対象に精神科

病院への移送システムを立ち上げた。 

5 ボランティア活動を希望する精神障害者に，社会福祉協議会など地

域のボランティアセンターへの登録を支援した。 

4 

  問題 60 ライフサイクルに応じた専門的援助に関する次の記述のうち，

適切でないものを一つ選びなさい。 

1 児童への虐待が疑われる場合は，最寄りの警察署に通告することが

求められている。 

2 不登校の中学生には，居場所を確保できるよう支援していくことが求

められている。 

3 摂食障害の青年には，セルフヘルプグループへの参加を支援するこ

とが求められている。 

4 うつ病で休職するサラリーマンには，社会保障制度の利用支援が求

められている。 

5 配偶者に先立たれた高齢者には，グリーフワークへの援助が求めら

1 
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れている。 

  問題 61 精神保健福祉士が行う就労支援に関する次の記述のうち，適

切なものを一つ選びなさい。 

1 初回面接では，クライエントの作業能力・適性を評価する。 

2 職場探しでは，企業の採用担当者に対して障害特性の説明は避け

る。 

3 就労訓練では，実際の職場よりも福祉サービス事業所内における作

業を重視する。 

4 職場実習支援では，クライエントと従業員の双方を支援する。 

5 雇用へと移行した時点では，フォローアップを終結する。 

4 

  問題 62 事例を読んで，Ｅ精神保健福祉士が行う支援に関する次の記

述のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

〔事 例〕 

 Ｄさん（男性，55 歳）は，統合失調症のために若いころから入退院を

繰り返し，ここ５年間は入院を続けていた。最近は病状も落ち着いてお

り，買い物に一人で外出したりするようになっていたが，多少の浪費傾

向もあった。 

 退院が決定し，Ｄさんの希望でアパートでの単身生活が始まった。し

かし予定されていた精神科デイケアに来所しないため，Ｅ精神保健福

祉士が電話をすると寝ていることが多い。ようやく電話に出ても「働きに

出るからデイケアは必要ない」と取り合わない。 

1 成年後見制度の利用手続を勧める。 

2 グループホームへの転居を手配する。 

3 アウトリーチによって生活状況を確認する。 

4 障害者就業・生活支援センターと連携して就労支援を開始する。 

5 再入院を前提に病院内の調整を行う。 

3 

  問題 63 自殺傾向のある人に対する精神保健福祉士の援助に関する

次の記述のうち，適切でないものを一つ選びなさい。 

1 自殺を実行しないという約束を交わす。 

2 自殺したいという気持ちを持ってはいけないと諭す。 

3 相談できる家族や友人がいるか確認する。 

4 自殺以外に解決法があることを伝え，その方法を話し合う。 

5 自殺を実行する危険性についてアセスメントする。 

2 

  問題 64 アルコール家族教室の運営に関する次の記述のうち，適切な

ものを一つ選びなさい。 

1 飲酒しているときの対応について，先輩参加者から経験談を聞く。 

1 
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2 初回参加者には，これまでの経過を全員の前で発表してもらう。 

3 飲酒量を減らす方法について，参加者同士で話し合う。 

4 酒類の販売規制に関して，行政に働き掛けることを提案する。 

5 飲酒に関して，家族には問題がないことを参加者同士で確認する。 

  問題 65 精神保健福祉士が行う SST（社会生活技能訓練）に関する次

の記述のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

1 医療機関においては，患者としての役割を意識づけるための機会と

して活用する。 

2 服薬の自己管理に関するモジュールの実施に当たり，ボランティアを

導入する。 

3 練習課題に取り組む際にモデリングを行い，改善点を明確にする。 

4 グループが慣れた段階で，メンバーが相互に評価することをルール

化する。 

5 メンバーより主体的に練習課題が出ない場合は，宿題を課して終了

する。 

3 

  問題 66 精神保健福祉士が行う就労支援ネットワークに関する次の記

述のうち，適切でないものを一つ選びなさい。 

1 地域にある就労支援サービスを提供する機関の特色を把握する。 

2 地域就労支援システム化を図るよりも，関係機関の特色ある機能を

重視する。 

3 就労ニーズに合わせたサービスの開発・改善に取り組む。 

4 障害者雇用に関心のある事業主のネットワークづくりを支援する。 

5 働く精神障害者による集いの場づくりを支援する。 

2 

  問題 67 地域生活支援の視点に関する次の記述のうち，正しいものを

一つ選びなさい。 

1 メンバーシップとは，利用者と専門家との対等な関係性のことであ

る。 

2 リカバリーとは，状況によって引き起こされるストレスを減らす方法の

ことである。 

3 コーピングとは，病気や障害を抱えながらも社会的に再生することで

ある。 

4 パートナーシップとは，孤立した人が地域の一員として帰属していくこ

とを志向することである。 

5 リジリアンス（resilience）とは，人間に潜在的に備わっている復元でき

る力のことである。 

5 

  問題 68 ケアマネジメントのインテーク場面に関する次の記述のうち， 2 
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適切なものを一つ選びなさい。 

1 専門的な視点からサービス計画を提示し，利用者から同意を得る。 

2 信頼関係を構築し，利用者との契約を行う。 

3 緊急性のある病状に対してサービス調整を行う。 

4 地域の社会資源に合わせてニーズを選定する。 

5 事前情報を基に利用者の評価をしておく。 

精神保健福

祉援助技術

（事例問題） 

（精神保健福祉援助技・事例問題 1） 

 次の事例を読んで，問題 69 から問題 71 までについて答えなさい。 

〔事 例〕 

 Ｒ市は人口 15 万人で，障害者福祉施策が遅れていたが，近隣市の

影響を受け，ここ数年取り組みが進みつつある。Ｒ市には精神障害を

主たる対象とする地域活動支援センターⅢ型と就労継続支援Ｂ型事業

所の 1 か所がある。精神科医療機関は，市民病院の外来とクリニック

の 2 か所のみで，隣接市に精神科病院が 3 か所ある。Ｒ市の障害福祉

計画では地域移行の目標人数が 17 名となっているが，1 名も退院でき

ていない現状にある。 

 今回，Ｒ市でもようやく地域自立支援協議会（以下，「協議会」とい

う。）を立ち上げることとなり，市の障害福祉課のＦ精神保健福祉士は，

協議会の事務局として準備を開始した。（問題 69） 

 3 か月後に開催された第 1 回の協議会では，活発な意見交換が行わ

れ，設定していた時間を過ぎる程であった。議論の結果，3 障害を対象

とした相談支援事業の実施が打ち出された。その後の検討でＲ市が地

域活動支援センターＩ型を「障害者総合支援センターＸ」（以下，「Ｘセン

ター」という。）として立ち上げることとなった。Ｘセンターの職員は，関係

機関の連携を強化する意味で，市内の福祉サービス事業所から出向

する形で勤務することとなった。そこで，これまで精神障害者を支援して

きた実績がある NPO 法人から，Ｇ精神保健福祉士が選ばれ，精神科

病院からの地域移行支援も担うことになった。協議会内部にも地域移

行支援部会が設置された。（問題 70） 

 その後，Ｘセンターには就学前の障害児に対するサービスの不足，人

権に関する取り組みの遅れ，働く場の確保，日々の生活に関する様々

な問題など，予想以上に多くの相談が寄せられた。それを受けて協議

会では，地域移行支援部会以外にも，発達支援部会，権利擁護部会，

就労支援部会，生活支援部会という 4 つの専門部会を立ち上げること

となった。（問題 71） 

 

  問題 69 この時点におけるＦ精神保健福祉士の提案に関する次の記述 5 
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のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

1 障害者手帳の取得の促進 

2 障害福祉計画の中間評価と修正 

3 障害程度区分認定の審査 

4 関係機関に対する協議会の指示命令系統の周知 

5 協議会委員の公募制の導入 

  問題 70 この時点におけるＧ精神保健福祉士の取り組みに関する次の

記述のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

1 保証人になることを前提に，不動産屋にアパートの確保を依頼する。 

2 3 か所の精神科病院を訪問し，Ｒ市に住所のある長期入院者名簿の

提出を依頼する。 

3 協議会の中心メンバーを集め，個別支援会議を開催する。 

4 市報を活用し，精神障害者が地域で暮らすことへの理解を求める。 

5 退院後の日中活動を支援する協力施設を募り，輪番制で受け入れ

を委託する。 

4 

  問題 71 これらの専門部会の活動内容に関する次の記述のうち，適切

でないものを一つ選びなさい。 

1 Ｒ市社会福祉協議会との共催による無料法律相談の実施。 

2 救急医療と入院体制の確立に向けた検討会の開催。 

3 市民ボランティアを含む支援ネットワークの組織化。 

4 障害者雇用を念頭においた企業との懇談会の実施。 

5 保育士を対象とした，発達障害児への対応に関する学習会の開催。 

2 

  （精神保健福祉援助技・事例問題 2） 

 次の事例を読んで，問題 72 から問題 74 までについて答えなさい。 

〔事 例〕 

 Ｇさん（女性，16歳）は，中学3年生の時に父母が離婚し，父方に引き

取られた。その後，地元にある私立高校（以下，「Ｚ校」という。）に入学

した。Ｚ校は生徒指導に熱心で，スクールカウンセラーとスクールソーシ

ャルワーカーの双方を配置している。 

 Ｇさんが高校 1 年生の秋に父が再婚し，義母との三人暮らしになっ

た。そのころから欠席が目立つようになり，たまに登校しても保健室で

過ごす日々が続いていた。出席日数がぎりぎりだったが，定期試験は

保健室で受験し，2 年生に進級できた。しかし，5 月の連休明けから自

室にひきこもりがちとなり，昼夜逆転の生活を送っている。 

 5月中ごろ，中間テストの実施を控え，Ｚ校で学年会議が開かれた。そ

の際の議題の一つに，欠席が多い生徒の話題が出された。それを受
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け，クラスの担任であるＨ教諭より「Ｇさんの欠席が多く，心配している。

担任として，何をすればよいのか」と，スクールソーシャルワーカーとし

て勤務するＪ精神保健福祉士に相談があった。Ｊ精神保健福祉士は，

昨年保健室で過ごすＧさんと何回か顔を合わせる機会があった。そこ

で，Ｊ精神保健福祉士が校長に提案し，校内のケース会議が開催され

た。（問題 72） 

 その会議での検討を経て，Ｈ教諭とＪ精神保健福祉士がペアとなり，

家庭訪問の実施を計画した。そして，家庭訪問当日，不安な表情で出

迎えた義母は，おとなしく，何を考えているのか分かりづらいＧさんに対

して距離をおき，常に気を遣っていると訴えた。出張中の父は，義母に

「同席できないが，できる限りのことをしたい」と伝えていた。Ｊ精神保健

福祉士は，自室のドア越しにＧさんに呼び掛けたが，返答はなかった。

（問題 73） 

 義母の話では，Ｇさんとの会話はほとんどなく，ひきこもっている自室

からは時々物に当たっている様子がうかがえ，自分に対する不満が募

っているように感じられ，義母も悩んでいるとのことであった。（問題 74） 

  問題 72 次のうち，この会議のメンバーとして，適切でないものを一つ

選びなさい。 

1 学年主任 

2 養護教諭 

3 生活指導教諭 

4 PTA 役員 

5 教頭 

4 

  問題 73 この場面におけるＪ精神保健福祉士の対応に関する次の記述

のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

1 「私も一緒に行くから」と精神保健福祉センターの見学を勧める。 

2 「Ｇさんの声を聞くまでは帰れない」と自室ドアの外で待つ。 

3 「また来るので，気が向いたら顔を見せて」と声を掛ける。 

4 「精神保健福祉相談員に連絡を取らせてほしい」と話す。 

5 「フリースクールが近くにあるから」と自助グループへの参加を促す。 

3 

  問題 74 訪問後，Ｊ精神保健福祉士が行う援助に関する次の記述のう

ち，適切でないものを一つ選びなさい。 

1 父との面談を設定する。 

2 Ｇさんの支援計画案を作成する。 

3 義母の心理的支援について，スクールカウンセラーに協力を依頼す

る。 

5 
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4 手紙や電子メールなど，Ｇさんとの連絡手段を検討する。 

5 思春期を専門とした医療機関を探し，医師に往診を依頼する。 

  （精神保健福祉援助技・事例問題 3） 

 次の事例を読んで，問題 75 から問題 77 までについて答えなさい。 

〔事 例〕 

 地域活動支援センターで働くＮ精神保健福祉士は，複数の利用者か

ら同居家族との関係で生じるストレスについて相談を受けていた。Ｎ精

神保健福祉士は，グループを活用することで家族との向き合い方を互

いに学び合えるのではないかと考え，家族と同居している利用者に声

を掛けてみた。数名から「ぜひ参加してみたい」との希望があり，早速

センターの活動プログラムとして実施してみることとした。 

 第 1 回のセッションでは 7 名が参加した。まず，Ｎ精神保健福祉士が

グループの主旨として家族との生活について皆で話し合っていく場であ

ることを説明し，参加者一人一人に自己紹介を兼ねて自分がグループ

に参加した理由を話してもらった。 

 一通りの自己紹介の後，最初にＦさんが「私の家は，お父さんが去年

倒れてお母さんと面倒をみているんだけど，とても大変。お母さんも歳

だからあまり無理させられない」と話した。続いてＧさんが「うちは，10 年

前に父親が亡くなって母親と暮らしてる。母は今のところ元気だけど，

将来のことを考えると心配でね」と不安を訴えた。兄家族と同居してい

るＨさんは，「うちなんか，何かあるとすぐ兄が入院しろって言うから参っ

ちゃうよ」と語った。Ｈさんの言葉を聞いて，それまで黙っていたＩさんが

「私も両親が亡くなって，兄さんの家族と暮らしてます。でも，いろいろ気

を遣ってね」と話し出した。しかし途中でＨさんが「Ｉさんの兄さんたちは，

親切なんだからそんな贅沢言っちゃ駄目だよ」と口を挟み，Ｉさんは黙っ

てしまった。（問題 75） 

 Ｎ精神保健福祉士の働き掛けで，再び参加者同士の話が続けられ

た。しばらくして，Ｊさんが「家族に病気のことを言われると辛いよね」と

話すと，他の参加者も同じ思いを語り出した。しかし，次第に話題がそ

れぞれの病状や治療についての話に移ってしまった。（問題 76） 

 その後 2 回のセッションが実施され，参加者同士がお互いの思いを語

り合えるようになると，徐々にグループとしてのまとまりが見られるよう

になった。（問題 77） 

 

  問題 75 この場面でのＮ精神保健福祉士の対応に関する次の記述のう

ち，適切なものを一つ選びなさい。 

1 Ｈさんに対して注意する。 

5 
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2 Ｈさんの家庭状況について話を聞く。 

3 参加者にＨさんの発言を聞いてどう思うか尋ねる。 

4 I さんがＨさんに反論するように促す。 

5 まだ発言していない参加者に発言を求める。 

  問題 76 この場面でのＮ精神保健福祉士の対応に関する次の記述のう

ち，適切なものを一つ選びなさい。 

1 これまでの話の要点をまとめて参加者に伝える。 

2 病気について参加者に説明する。 

3 テーマの変更を提案する。 

4 グループのリーダーを指定する。 

5 グループのゴールを変更する。 

1 

  問題 77 この段階でのＮ精神保健福祉士が行うグループの運営に関す

る次の記述のうち，適切でないものを一つ選びなさい。 

1 グループの目的を改めて明確にして参加の意思確認をする。 

2 家族状況や問題の共通点や相違点に目を向けられるように支援す

る。 

3 グループ内での参加者個人の具体的な目標を理解する。 

4 参加者同士がグループ経験を振り返り，そこでの成果を評価する。 

5 グループに役立つような資料や情報を用意しておく。 

4 

  （精神保健福祉援助技・事例問題 4） 

 次の事例を読んで，問題 78 から問題 80 までについて答えなさい。 

〔事 例〕 

 Ａさん（男性，65 歳）は，19 歳の時に職場の人間関係に悩み，不眠状

態が続いていた。ある日，交通事故で救急病院に入院するも，幻聴に

よる自殺行為であったことから精神科病院に転院となった。その後も就

職しては，幻聴に悩み入退院を繰り返している。55 歳時の入院直後に

両親が亡くなり，現在まで長期化している。交通事故の後遺症として，

下肢機能の低下があるが歩行は可能である。 

 病棟でのＡさんは，他の入院者との交流はなく，ベッドで日記や俳句

を書いていることが多い。最近，隣のベッドのＢさんが退院し，近くのア

パートに入居した。ＢさんはＡさんと同世代で，俳句仲間だった。Ｂさん

の後に，ラジオ好きのＣさんが入院してきた。Ａさんはそのラジオの音

が気になり，Ｃさんと口論することがあった。 

 このような中で，Ａさんの病院で地域移行支援プロジェクトが実施され

ることになった。Ｍ精神保健福祉士がＡさんに退院の意向を確認する

と，「退院ね・・・。足さえ自由になれば退院できるんですけどね。ラジオ
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の音はうるさいし・・・」と返答した。（問題 78） 

 その後，Ａさんの退院に対する動機が高まり，Ｍ精神保健福祉士に

「退院もいいですね。今まで料理をしたことがないので，その不安が出

てきましたけど・・・。退院できたら，書き溜めた日記をまとめて，自分史

を書いてみたいです」と話した。それから，Ａさんの退院に対するＭ精神

保健福祉士の支援が始まった。（問題 79） 

 1 年後，Ａさんは退院し高齢者住宅に入居した。1 か月が経ち，Ｍ精神

保健福祉士がＡさん宅を訪問すると，Ａさんは「ここは静かですよ」と笑

顔で応じ，「なんとか自分史を書きたいと思っているんです」と続けた。

そして，Ａさんは「ありのままの自分を表現してみたいんです。Ｍさんも

力を貸してくれますか」と述べた。 

 支援の結果，書き始めた自分史には，発病当時の戸惑いや入院中

の思いから，ＢさんやＭ精神保健福祉士との出会い，地域生活での期

待等が綴られていた。（問題 80） 

  問題 78 次の記述のうち，この時点におけるＡさんの退院に対する動機

を高めるＭ精神保健福祉士の支援として，適切なものを一つ選びなさ

い。 

1 Ｃさんとの関係を良くするため，病棟の SST（社会生活技能訓練）へ

の参加を促す。 

2 Ｂさんのアパート暮らしを見学させてもらう。 

3 「元気回復行動プラン（WRAP）」の作成を退院の条件にする。 

4 不動産会社に同行して，退院先の物件を契約する。 

5 下肢機能の回復を目指して，リハビリテーションを勧める。 

2 

  問題 79 次の記述のうち，この時点におけるＡさんへのリカバリー志向

の支援として，適切なものを一つ選びなさい。 

1 地域の文芸誌への投稿を勧める。 

2 病院の食堂で，過渡的雇用を実施する。 

3 病状の安定のためのマネジメントを担当する。 

4 デイケアの就労プログラムへの参加を提案する。 

5 退院者のセルフヘルプグループを紹介する。 

5 

  問題 80 Ｍ精神保健福祉士のナラティブアプローチに基づく対応に関

する次の記述のうち，適切なものを一つ選びなさい。 

1 病いの語りを無条件に傾聴する。 

2 経験してきたことを意味づける。 

3 語りからタイムラインを作成する。 

4 自己への見方の変化を期待する。 

4 
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5 歴史的事実をカルテから確認する。 
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